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国際環境法の諸原則の
一般的妥当の法理
―グローバル法としての理論化と課題―

阿部紀恵 氏
（京都大学大学院法学研究科特定助教、国際法）

報告者

日時：2021年5月29日（土）13時～
場所：Zoomを利用したオンライン・ミーティング 
法理論研メーリングリストに登録していない方で、この研究会に出席を希望する方は、
5月27日(木)17時までに下記ページよりお申し込みください。折り返し、アクセス方法をご案内します。
https://www.juris.hokudai.ac.jp/ad/event/20210529/
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